見渡す かぎり 地 は 銀沙を 敷きて、 舞 ふや 蝴蝶の 羽 

そで 軽く、 枯木 も 春の 六 花の 眺め を、 世に ある 人 は 

歌に も 詠み 詩に も 作り、 月 花に 並べて 称 ゆらん 

(うらやま) 

浦 山し さよ、 あはれ 忘れが たき 昔し を 思へば、 降り 

(くい) (やちた び) 

に 降る 雪く ち をし く 悲しく、 悔 の 八 千度 その 甲斐 も 

(もったい) みは か 

なけれ ど、 勿 鉢な や 父祖 累代 墳墓の 地 を 捨て ゝ、 養 

(そむ) 

育の 恩 ふかき 伯母 君に も 背 き、 我が 名の 珠に恥 かし 

け ふ (きず) 

き 今日、 親 は 瑕 なかれと こそ 名 づけ 給 ひけめ、 瓦に 

(へ) (お ぼ) 

劣る 世 を 経よ と は 思 しも 置か じ を、 そ もや 谷川の 

(その) 

水お ちて 流 がれて、 清から ぬ 身に 成り 終りし、 其 あ 

おさなぎ (なかだち) 

やまち は 幼 気の、 迷 ひ は 我れ か、 媒 は 過ぎし 雪の 



日ぞ かし。 

うす ゐ 

我が 故郷 は 某の 山里、 草ぶ かき 小 村な り、 我が 薄 井 

(その) 

の 家 は 土地に 聞え し 名家に て、 身 は 其 一 つぶ もの 成 

(う) ほか 

りし も、 不幸 は 父母 はやく 亡せ て、 他家に 嫁ぎし 伯母 

(をつ と) (お ほ) 

の 是れも 良人 を 失な ひたる が、 立 帰りて 我 をば 生 

したて 給 ひに き、 さりながら 三 歳と いふより 手し ほに 

まこと 

懸け 給へば、 我れ を 見る こと 真実の 子の 如く、 蝶 花の 

おや (とも) 

愛親と いふ 共 これに は 過ぎ まじく、 七 歳より ぞ手習 

(え) (いとたけ) 

ひ 学問の 師を 撰ら みて、 糸 竹 の芸は 御身 づ から 心 

(さて) あげ 

を 尽くし 給 ひき。 扨 もた つ 年に 関守な く、 腰 楊 とれ 

て 細 眉つ くり、 幅び ろの 帯 うれしと 締めし も、 今にし 



が、 下宿 は 十 町ば かり 我が家の 北に、 法 正 寺と 呼ぶ 寺 

の 離 室 を 仮 ずみ なりけ リ、 幼な きょり 教 へを受 くれ 

なら はし 

ば、 習慣う せがた く 我 を 愛し 給 ふこと 人に 越えて、 折 

ふし は 我が家 を も 訪ひ又 下宿に も 伴な ひて、 おもしろ 

き 物が たりの 中に 様々 教へを 含く めつ、 さながら 妹の 

(はらから) 

如く もてなし 給へば、 同胞な き 身の 我れ も 嬉しく、 

学校に ての 肩身 も 広 かりし が、 今 はた 思へば 実に 人目 

(ゆく みづ) 

に は 怪し かり けん、 よしや 二人が 心 は 行水の 色な く 

ゆ こども 

とも、 結 ふや 嶋田鬅 これ も 小児なら ぬに、 師は 三十に 

三つ あまり、 七 歳に してと 書物の 上に は 学びた る を、 

忘れ 忘られて 睦 みけん 愚か さ。 



見る目 は 人の 咎 にして、 有る まじき 事と 思 ひなが 

あたら きず 

らも、 立ちし 浮 名の 消 ゆる 時な くば、 可惜 白玉の 瑕に 

成りて、 其 身 一生の 不幸の みか、 あれ 見よ 伯母 そだて 

にて 投げ やり なれば、 薄 井の 娘が 不品行 さ、 両親 あれ 

(あ) (やう) 

ば 彼の 様 にも 成ら じ 物と、 云 ひたき は 人の ロぞ かし、 

そ ち いま は 

思 ふ も 涙 は 其方が 母、 臨終の 枕に 我れ を 拝が みて。 姉 

(ねが ひ) (かす) 

様お 願 は 珠が事 をと。 幽 かに 言 ひし 一 言 あはれ 

千万無量 の 思 ひ を 籠め て、 まこと 闇路 に 迷 ひぬべき 事 

(その かひ) もの わら ひ 

なる を、 引受けし 我れ 其 甲斐 もな く、 世の 嗤笑 に 為し 

も 終らば、 第一 は 亡き 妹に 対し 我が 薄 井の 家名に 対し、 

(そ も そ) あた リ 

母が 身 は 抑 も问 とすべき。 と 御 声 ひく、 四 壁 を 



憚りて、 口数 すくなき 伯母 君が 思 し 合 はする こと 

ありて か、 しみじみと 諭 し 給 ひき、 我れ 初めは 一 向 

夢の 様に 迷 ひて 何 ごと、 も 思 ひ 分 かざりし が、 漸 々 

伯母 君の 詞 するどく。 よく 聞け よお 珠、 桂 木 様 は 其方 

を 愛で 給 ふならん、 其方 も 又 慕 はしかるべし、 され ど 

きま：；：' 

も 此処に 法 ありて、 我が 薄 井の 家に は 昔し ょリ 他郷 

(まし) 

の 人と 縁 を 組まず、 況 て や 如何に 学問 は 長 じ 給 ふと 

も、 桂 木 様 は 何者の 子 何者の 種と も 知らぬ を、 門閥 家 

なる 我が 薄 井の 知 耳と も 言 ひがたく 嫁に も 遣 りが たし、 

し (なほ) 

よし 恋 にても 然かぞ かし、 無き 名な りせば 猶 さらの 

(ゆきき) 

こと、 今より は 構へ て 往来 もし 給 ふな、 稽古 も いらぬ 



( つ いしょう) 

事な り、 其方 大切 なれば こそお 師匠 様と 追 従 もし 

(えき) としごろ 

たれ、 益 も 無き 他人 を 珍重に は 非らず、 年来 美事に 

育 だて 上げて、 人に も 褒められ 我れ も 誇りし 物 を、 口 

(ぬ) (ぎぬ) (か) 

惜しき 濡れ 衣 きせられし は 彼の 人 ゆ ゑな リ、 今 ま 

では 今までと して、 以来 は 断然と 行 ひを改 ため、 其方 

(そそ) (とかく) 

が 名 を も 雪 ぎ 我が 心 を も 安め くれよ、 兎角 に 其方 

が 仇 は 彼の 人 なれば、 家 を 思 ひ 伯母 を 思 は、 V、 桂 木と 

(お ぼ) (かど) (とも) 

も 思 すな 一 郎 とも 思すな、 彼の 門 すぎる 共 寄り 

(お ほ) (はらわた) (た) 

給 ふな。 と 畳み かけて 仰 する 時 我が 腸 は 断 ゆ 

(ばか リ) (まぶた) 

る 斗 に 成りて、 何の 涙ぞ 睚 に堪 へがた く、 袖に 

(ね) (いくとき) 

っゝ みて 音 に 泣きし や 幾 時 。 



口惜し かりし なリ其 内心の、 いかに 世の 人と り 沙汰 

うるさく 一村 挙 りて 我れ を捨 つると も、 育て 給 ひし 伯 

母君の 眼に 我が 清濁 は 見 ゆらん もの を、 汚れたり とや 

思す 恨ら めしの 御詞、 師の君 とても 昨日 今日の 交りな 

ら ねば、 正しき 品行 は 御覧 じ 知る 害 を、 誰が 讒言に 

動かされて か 打 捨て 給 ふ 情な さよ、 成らば 此胸 かき さ 

ば きても 身の 潔白の 顕 はした やと 哭 きしが、 其 心の 

こま (すべ) 

底 何者の 潜み けん、 駒の 狂 ひに 手綱の 術 も 知ら ざり 

しなり。 

(をす) S 

小 簾の すき かげ 隔てと いへば、 一重ば かり も疾ま 

しき を、 此処 十 町の 間に 人目の 関 きびしく 成れば、 頃 



は 木が らしの 風に 付けても、 散り かふ 紅葉の さま 浦 山 

しく、 行く は 何処までと 遠く 詠 むれば、 見 ゆる 森 か 

げ我を 招く かも、 彼の 村 外れ は師の 君のと、 住居の さ 

ま 面 かげに 浮かんで、 夕暮 ひ、 V く 法 正 寺の 鐘の音 かな 

(さすが) 

しく、 さし も 心 は 空に 通へ ど 流石に 戒 しめ 重ければ、 

あ ) 

足 は 其方に 向け も 得せず、 せめて は 師の君 訪ひ来 ませ 

と 待て ど、 立つ 名 は 此処に のみなら で、 憚り あれば に 

(お とづれ) (だ) (よろ づょ) 

や 音 信 もな く、 と 絶えし 中に 千秋 を 重ねて、 万 代 

(あらたま) (きた) 

いわ ふ 新 玉 の、 歳た ちかへ つて 七日の 日 来 りき、 

伯母 君 は 隣村の 親族が り 年始の 礼に と 趣き 給 ひしが、 

朝より 曇り 勝の 空い や 暗ら く 成る ま、 に、 吹く 風 絶へ 



たれ ど 寒さ 骨に しみて、 引 入る ばかり 物心 ぼ そく 不図 

ながむ る 空に 白き 物ち らく、 扨 こそ 雪に 成りぬ る 

なれ、 伯母 様 さぞ や 寒 からん と 炬鐽 の もとに 思 ひや 

れば、 いと ど 降る 雪 用捨な く 綿 を なげて、 時の 間に 

(まがき) (ひ ぢ) 

隠 くれけ り 庭 も 籬 も、 我が 肘 かけ 窓 ほそく 開ら 

けば 一 目に 見 ゆる 裏の 耕地の、 田 も かくれぬ 畑 も かく 

れぬ、 日毎に 眺 むる 彼の 森 も 空と 同一 の 色に 成りぬ、 

あ、 師の君 はと 是れゃ 抑 々 まよ ひなり けリ。 

(わざ は) (まさ) 

禍 ひの 神と いふ 者 もし あらば、 正 しく 我 身 さ 

そ はれし なり、 此 時の 心 何 を 思 ひけん、 善 とも 知ら 

I- ち) 

ず 悪しと も 知らず、 唯瞜 かしの 念に 迫 まられ て 身 は 



(の) (いで) 

前後 無差別に、 免 がれ 出 しなり 薄 井の 家 を。 

是れゃ 名残と 思 はねば 馴れし 軒ば を 見 も 返 へ らず、 

心い そぎて 庭 口 を 出 しに、 嬢 様 この 雪 ふりに 何処 

へと て、 お 傘 を も 持たずに かと 驚ろ かせし は、 作男の 

まめ やか 

平 助と て 老実に 愚かなる 男な りし、 伯母 様のお 迎 ひに 

と 偽れば、 否や 今宵 はお 泊り なるべし、 是非お 迎 ひに 

おや ぢ (ま づ〕 

とならば 老僕が 参らん、 先 待 給へ と 止めら るゝ 憎く 

まこと よ 

さ、 真実 は此 雪に 宜く こそと 賞め られ たく、 是非に 我 

が 身 行き たければ、 其方 は 知らぬ顔 にて 居よ かしと 言 

ふに、 取 しめな く 高 笑 ひして、 お 子 達 は 扨ら ち も 無 

きもの、 さらば 傘 を 持 給へ とて、 其 身の 持ちし を 我れ 



に 渡しつ、 転ろ ばぬ 様に 行き 給へ と 言 ひけり、 由縁 あ 

れば武 蔵 野の 原 こ ひしき なら ひ、 此ート 言 さへ 思 ひ 

(いで) つれな か 

出 らる、 を、 無情 かりし も 我が 為、 厳し かりし も 我 

すゑ よ 

が 為、 末宜 かれと て 尽くし 給 ひし を、 思 ふ も 勿 鉢な き 

は 伯母 君の ことなり。 

斯 くまでに 師は 恋し かりし かど、 夢 さら 此人を 

つ ま 

良人と 呼びて、 共に 他郷の 地 を 踏まん と は、 かけても 

(ゆく かた) (くれたけ) 

思 ひ 寄ら ざり し を、 行 方な しゃ 迷 ひ、 窓の 呉 竹 ふ 

した を 

る 雪に 心 下 折れて 我れ も 人 も、 罪 は 誠の 罪に 成りぬ、 

我が 故郷 を 離れし も 我が 伯母 君 を 捨てたり しも、 此雪 

の 日の 夢ぞ かし。 



今 さらに 我が 夫 を 恨ら みん も 果敢なし、 都 は 花の 見 

(みやまぎ) 

る 目うる はしき に、 深山 木の 我れ 立ち並ら ぶ 方な く、 

草木の 冬と 一 人し りて、 袖の 涙に 昔し を 問へば、 何 ご 

とも 総べて 誤な りき、 故郷の 風の 便り を 聞けば、 伯母 

君 は 我が 上 を 歎げ き 歎げ き て 、 其 歳 の 秋 かなしき 数に 

入り 給 ひしと か、 悔 こそ 物の 終り なれ、 今 は 浮世に 何 

事 も 絶えぬ、 つれな き 人に 操 を 守りて 知られぬ 節 を 保 

たんの み、 思へば 誠と 式部が 歌の、 ふれば 憂さの み 増 

さる 世 を、 知ら じな 雪の 今 歳 も 又、 我が 破れ 垣 をつ く 

ろ ひて、 見よ とや 誇る 我れ は 昔し の 恋しき 物 を 

(完) 
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